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ひ
ろ
し
ま
国
際
セ
ン
タ
ー
の
活
動
報
告

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
高
校
生
が

広
島
で
多
面
的
に
科
学
を
体
験

公
益
財
団
法
人
ひ
ろ
し
ま
国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
、

科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
「
さ
く
ら
サ
イ
エ

ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
支
援
の
下
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

中
で
も
理
科
系
の
基
礎
学
力
が
最
高
レ
ベ
ル
に
あ
る

フ
ィ
リ
ピ
ン
科
学
技
術
高
等
学
校
（
Ｐ
Ｓ
Ｈ
Ｓ
）
か

ら
高
校
生
９
名
と
引
率
者
１
名
の
計
10
名
を
招
へ
い

し
、
今
年
６
月
12
日
か
ら
17
日
ま
で
の
６
日
間
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
は
、
池
田
秀
雄
広
島
大
学
名
誉

教
授
の
監
修
の
も
と
、
科
学
実
験
や
実
習
な
ど
に
重

点
を
置
き
、
最
新
の
廃
棄
物
処
理
施
設
の
見
学
や
天

文
学
・
農
学
・
生
物
学
・
物
理
学
な
ど
、
多
面
的
に

科
学
を
学
習
す
る
体
験
を
提
供
し
た
。
ま
た
、
広
島

平
和
記
念
公
園
訪
問
を
通
し
て
、
核
兵
器
が
人
体
や

建
物
に
及
ぼ
す
影
響
を
学
び
、
科
学
技
術
を
世
界
中

の
人
々
の
幸
福
の
た
め
に
使
う
こ
と
の
大
切
さ
に
つ

い
て
再
認
識
す
る
よ
う
促
し
た
。
広
島
大
学
の
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
と
意
見
交
換
会
で
は
、
在
学
中
の
フ

ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
留
学
生
と
の
交
流
会
を
す
る
こ
と

で
留
学
を
促
進
し
た
。
さ
ら
に
、
広
島
大
学
附
属
福

山
高
等
学
校
で
の
同
世
代
交
流
に
よ
り
、
双
方
の
国

際
感
覚
の
養
成
、
今
後
の
継
続
的
交
流
の
き
っ
か
け

を
作
っ
た
。

【
６
月
13
日
】
広
島
大
学
総
合
科
学
部
国
際
共
創
学

科
（
Ｉ
Ｇ
Ｓ
）
を
訪
問
し
、
生
物
と
物
理
の
講
義
・

実
験
を
体
験
し
た
。
Ｉ
Ｇ
Ｓ
の
学
生
に
よ
る
キ

ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
や
意
見
交
換
会
で
は
、
キ
ャ

ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
直
接
見
聞
き
し
、
日
本
へ
の

進
学
に
対
し
て
一
層
意
欲
的
に
な
っ
て
い
た
。

参
加
し
た
Ｉ
Ｇ
Ｓ
学
生
の
中
に
は
、
こ
れ
か
ら

フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
に
留
学
す
る
日
本
人
学
生
が

お
り
、
双
方
に
と
っ
て
有
益
な
情
報
交
換
の
機

会
と
な
っ
た
。

ま
た
、
日
本
文
化
理
解
の
一
環
で
、
浴
衣
の

着
付
け
体
験
も
実
施
。
自
分
で
帯
を
締
め
て
、

和
装
を
楽
し
ん
だ
。

【
６
月
14
日
】
広
島
大
学
附
属
福
山
高
等
学
校

を
訪
問
し
た
。
ま
ず
、
高
１
物
理
基
礎
と
高
２

生
物
基
礎
の
授
業
に
参
加
し
、
同
校
生
徒
と
一

緒
に
計
算
・
実
験
を
し
た
。

有
志
生
徒
と
の
昼
食
会
で
は
食
べ
る
い
と
ま

も
な
い
ほ
ど
、
会
話
に
花
を
咲
か
せ
、
折
り
紙

広島大学で物理の講義・実験

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激
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な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
さ
ら
に
親
睦
を
深
め
た
。

さ
ら
に
、
高
校
１
年
生
全
員
（
約
２
０
０
名
）
と
の

交
流
会
で
は
、
文
化
・
学
校
紹
介
の
プ
レ
ゼ
ン
発
表

を
介
し
て
互
い
の
文
化
を
学
び
あ
っ
た
。

夕
食
に
は
、
日
本
文
化
理
解
の
一
環
で
、
広
島
風

お
好
み
焼
き
作
り
を
体
験
し
、
お
い
し
く
楽
し
く
広

島
の
鉄
板
焼
き
文
化
・
お
好
み
焼
き
文
化
に
触
れ
た
。

【
６
月
15
日
】
東
広
島
の
４
つ
の
施
設
を
訪
問
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
科
学
を
学
習
し
た
。
広

島
中
央
エ
コ
パ
ー
ク
で
、
最
新
の
ご
み
処
理
施
設
見

学
↓
広
島
県
立
総
合
技
術
研
究
所
農
業
技
術
セ
ン

タ
ー
で
、
Ａ
Ｉ
等
を
利
用
し
た
農
業
技
術
の
講
義
・

収
穫
体
験
↓
独
立
行
政
法
人
酒
類
総
合
研
究
所
で
、

酒
・
ビ
ー
ル
・
ワ
イ
ン
の
違
い
な
ど
を
科
学
的
に
学

習
↓
広
島
大
学
宇
宙
科
学
セ
ン
タ
ー
で
、
４
次
元

デ
ジ
タ
ル
宇
宙
を
体
験
後
、
「
か
な
た
望
遠
鏡
」
で

火
星
・
金
星
・
ア
ル
ビ
オ
ン
な
ど
の
天
体
を
観
望
。

そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
の
あ
る
分
野
に
触
れ
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
が
抱
え
る
問
題
や
課
題
を
真
剣
に
考
え
る
姿
が
印

象
的
だ
っ
た
。

特
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
ご
み
問
題
が
深
刻
か
つ

身
近
な
課
題
で
あ
り
、
広
島
中
央
エ
コ
パ
ー
ク
の
埋

め
立
て
ご
み
の
出
な
い
最
新
の
ご
み
処
理
技
術
に
は

関
心
が
高
か
っ
た
。
ま
た
、
科
学
的
な
面
だ
け
で
な

く
、
日
本
政
府
の
科
学
技
術
発
展
へ
の
投
資
に
対
し

て
、
そ
の
有
益
性
を
考
え
る
な
ど
政
治
的
視
点
に
関

心
を
寄
せ
る
点
も
印
象
的
だ
っ
た
。

【
６
月
16
日
】
平
和
記
念
資
料
館
・
平
和
記
念
公
園

で
平
和
学
習
後
、
宮
島
を
訪
問
し
、
日
本
の
神
社
建

築
見
学
、
参
拝
体
験
を
通
じ
て
日
本
文
化
を
体
験
し

た
。
戦
争
や
原
子
爆
弾
の
悲
惨
さ
に
つ
い
て
改
め
て

学
び
、
平
和
な
世
界
の
実
現
に
向
け
て
考
え
る
機
会

と
な
っ
た
。
ま
た
、
参
拝
作
法
や
建
築
技
法
を
事
前

学
習
し
、
意
味
合
い
や
大
切
さ
を
知
っ
た
う
え
で
、

厳
島
神
社
を
訪
問
し
た
こ
と
で
、
よ
り
深
く
文
化
の

大
切
さ
や
保
存
の
意
味
を
感
じ
取
っ
て
い
た
。

そ
の
後
、
夜
の
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
兼
修

了
証
書
授
与
式
で
は
、
池
田
先
生
か
ら
修
了
証
書
が

授
与
さ
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
振
り
返
っ
た
。
フ
ィ
リ

ピ
ン
を
研
究
し
精
通
さ
れ
て
い
る
広
島
大
学
Ｉ
Ｇ
Ｓ

の
関
先
生
も
参
加
さ
れ
、
改
め
て
日
本
へ
の
留
学
や

今
後
の
交
流
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
い
た
。

【
６
月
17
日
】
福
岡
空
港
ま
で
見
送
り
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
無
事
終
了
し
た
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
日
本
の

科
学
技
術
の
体
験
や
留
学
促
進
の
み
な
ら
ず
、
交
流

を
通
じ
て
、
互
い
の
文
化
に
対
す
る
関
心
や
理
解
を

高
め
る
き
っ
か
け
も
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、
有
意

義
な
も
の
に
な
っ
た
。
こ
の
活
動
を
行
う
に
当
た
り
、

ご
支
援
下
さ
い
ま
し
た
受
け
入
れ
機
関
の
皆
様
な
ら

び
に
Ｊ
Ｓ
Ｔ
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
関
係

者
の
皆
様
に
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◉
今
後
の
展
望

２
０
１
８
年
度
及
び
19
年
度
に
お
い
て
、
当
財
団

は
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
支
援
の
下
、
Ｐ
Ｓ
Ｈ
Ｓ
の
高
校
生
を

招
へ
い
す
る
一
方
で
、
広
島
県
が
主
催
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
グ
ロ
ー
バ
ル
未
来
塾
in
ひ
ろ
し
ま
」
の
受

託
者
と
し
て
、
広
島
の
高
校
生
を
伴
っ
て
Ｐ
Ｓ
Ｈ
Ｓ

を
訪
問
し
、
両
事
業
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
良
好
な

関
係
の
維
持
に
務
め
て
き
た
。
し
か
し
、
20
年
度
か

ら
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
両
事
業
は
突
然
中
止
に
追

い
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
い
つ
か
再
開
さ

れ
る
こ
と
を
夢
見
て
、
21
〜
22
年
度
に
つ
い
て
は
、

半
日
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
行
っ
た
が
、
効
果
は
限

定
的
で
あ
り
、
関
係
者
の
間
で
は
今
後
の
交
流
維
持

が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
。
幸
い
に
も
23
年
度
に
入
り
、

コ
ロ
ナ
に
関
す
る
規
制
が
緩
和
さ
れ
、
両
事
業
が
再

開
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
Ｐ
Ｓ
Ｈ
Ｓ
と
広
島
県
の
関

係
の
発
展
的
継
続
に
大
い
に
希
望
が
持
て
る
こ
と
と

な
っ
た
。

こ
の
度
の
さ
く
ら

サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、
航
空
便

の
欠
航
に
よ
り
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
一
日
短
縮

に
な
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
参
加
者
か
ら

の
評
価
は
高
く
、
今

後
、
同
校
内
で
の
口

コ
ミ
や
来
年
１
月
に

予
定
し
て
い
る
広
島

の
高
校
生
の
同
校
訪

問
に
よ
り
、
よ
り
一

層
日
本
の
技
術
、
文

化
そ
し
て
留
学
に
関

す
る
関
心
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
る
と
確

信
し
て
い
る
。

浴衣の着付け体験

平和記念公園で




